
ISOLAR-Bに統合された RTA-FBLフラッシュブートローダ
は、ETASの AUTOSARポートフォリオをさらに拡張し、
組立ラインからリペアショップまで、あらゆる場面で ECU
を再プログラムすることができます。RTA-FBLから生成さ
れたインスタンスは、起動シーケンスを実行し、テスター
と対話してリプログラミングプロトコルを導入した後、
ECUに対してアプリケーションソフトウェアと適合データ
のフラッシュ書き込みを行います。AUTOSAR R4.xに準拠
した RTA-FBLの柔軟なアーキテクチャは各種ターゲット
をサポートし、OEMごとに異なるさまざまな要件に対応で
きます。RTA-FBLには ETASのエンジニアが持つノウハウ
が実装されているので、OEMの仕様に沿ってブートロー
ダーソフトウェアを設定しながら、速やかに独自のソ
リューションを構築することができます。

RTA-FBL フラッシュブートローダ

新製品 － ES830ラピッドプロトタイピング
モジュール

であるスタッカブル構成により、システム拡張もシンプル
かつセキュアに行うことができます。ES830はさまざまイ
ンターフェースを搭載し、今日の車両だけでなく、複雑度
を高める将来の車両の要件にもしっかりと備えることがで
きます。

 ETASプロトタイピングソリューションの詳細に
 ついては、16ページをご覧ください。Info
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ISOLAR-Bから起動できる RTA-FBL

ES800ファミリの最新製品 ES830ラピッドプロトタイピ
ングモジュールは、ECUと車両電子システムの開発と妥当
性確認のための強力な実験プラットフォームです。実験室
内の実験であっても実車実験であっても、マルチ ECU／
マルチコントローラのアプリケーションをシミュレーショ
ンモデルと組み合わせて実行することができます。最も際
立った特長は、ECU機能のラピッドプロトタイピングと、
ECUに対する計測・適合を並行して実行できることです。
ES830は Intel© Core ™ i5プロセッサを搭載し、低レイテ
ンシと低ジッタを実現しています。ES800ファミリの特長



DGISTは研究機関として 2004年に設立され、新技術分野
における人材の育成に取り組んでいます。ETAS Koreaとの
提携の目的は、AUTOSARを中心にノウハウを共有すること
です。ETASは、AUTOSARの分野で包括的開発サイクルを
カバーするソリューションを提供していますが、今後、研
究開発プロジェクトに関するツールや技術的コンサルティ

戦略的な協力体制
技術革新の時代には研究機関と産業界の連携が不可欠です。大邱慶北科学技術院（DGIST：Daegu Gyeongbuk Institute 
of Science and Technology）と ETAS Koreaは、「戦略的協業」こそが両社の進むべき道であると認識しています。

ングを DGISTに提供することで、自動車 IT分野に関わる未
来のスペシャリストの育成に大きく貢献していくことにな
ります。ETAS Koreaのゼネラルマネージャー Jinhyung Kim
は、こう話しています。「この協力関係は、DGISTと ETAS 
Koreaの成長のみならず、韓国の自動車 ITの競争力強化に
向けたさらなる一歩となるでしょう」。
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DGIST 
は、理工学分野で急成長している有力大学です。
教育と研究の新たな融合を通じて優秀な人材を
育成し、国家的発展に寄与することを目的として
います。


